
　新年を祝う「市民互礼会」を次のとおり
開催します。市民の方ならどなたでもご
参加いただけます。各団体の新年の顔合
わせも兼ねて、ぜひご参加ください。
　併せて飛騨文芸祭・一般の部の表彰式
を行います。文芸祭に応募いただいた皆
様のご参加をお待ちしています。
◇日　時　平成31年1月1日（火）
　　　　　午前11時～
◇会　場　ひだホテルプラザ
◇会　費　7,000 円
　　　　　（記念品・芳名録代を含む）
◇申込み　11月30日（金）までに、ハガキ
　　　　　FAX、又はHPより。
◇申込先　〒506-0053
　　　　　高山市昭和町1-188-1　 　 　
　　　　　（一社）高山市文化協会
　（FAX）0577-34-6877
　（H P） http://www.takayama-bunka.org

平成31年 新年市民互礼会のご案内
　

子
ど
も
た
ち
の
作
品
は
、
文
化

の
卵
。
今
年
も
九
月
十
四
日
か
ら

三
日
間
、
夏
休
み
作
品
展
が
文

化
会
館
で
開
催
。
素
晴
ら
し
い

九
百
五
十
五
点
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
作
品
を
見
る
と

元
気
が
出
て
き
ま
す
。

卵
が
も
つ
魅
力

　

子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
可
能
性

に
あ
ふ
れ
た
作
品
は
、
実
に
魅
力

的
で
す
。
例
え
ば
、
昨
年
度
の
小

学
生
作
品
『
飛
騨
高
山
名
物　

み

た
ら
し
だ
ん
ご
の
ル
ー
ツ
を
さ
が

せ
！
』（
団
子
の
名
称
に
は
、
み

だ
ら
し
と
み
た
ら
し
の
両
説
が
あ

り
ま
す
）
を
見
て
、
感
心
し
ま
し

た
。
そ
の
作
品
に
は
、
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
に
は
、
高
山
で

団
子
が
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
史
料
が
写
真
で
収
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

小
学
生
が
研
究
の
た
め
に
市
文

化
財
課
職
員
に
質
問
し
、
教
え
て

も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
史
料
の
写
真
を
撮
り
根
拠
と

し
て
示
す
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
ま
と
め
方
に
は
、

目
を
見
張
り
ま
し
た
。

卵
を
温
め
る 

～
新
た
な
る
支
援
～

　

昨
年
度
は
、
作
品
の
魅
力
を
展

示
会
以
外
で
も
紹
介
す
る
新
し
い

支
援
も
あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
の

作
品
『
世
界
に
は
ば
た
く
飛
騨
牛

を
育
て
た
牧
ケ
洞（
ま
き
が
ほ
ら
）

物
語
』
は
、
牧
ケ
洞
と
い
う
地
名

を
調
べ
る
こ
と
か
ら
研
究
を
進
め

ま
し
た
。「
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

清
見
と
い
う
地
域
が
す
ご
い
と
こ

ろ
だ
と
分
か
っ
た
」
と
本
人
が
話

し
て
い
る
よ
う
に
、
歴
史
と
地
理

の
要
素
を
含
む
広
が
り
の
あ
る
研

究
で
す
。

　

こ
の
研
究
を
見
た
清
見
の
方

が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
発
表

す
る
場
を
企
画
。「
清
見
の
こ
と

を
こ
れ
だ
け
調
べ
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
た
」
や
「
こ
の
清
見
に
住

ん
で
い
る
こ
と
へ
の
誇
り
や
郷
土

へ
の
愛
着
を
感
じ
た
」
と
参
加
さ

れ
た
方
々
は
話
さ
れ
ま
し
た
。
発

表
の
機
会
を
得
た
中
学
生
は
「
地

域
の
方
な
ど
に
褒
め
ら
れ
て
嬉
し

か
っ
た
し
、
自
信
に
な
っ
た
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
努
力
へ
の
支
援

は
、
学
び
続
け
よ
う
と
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

卵
か
ら
の
成
長 

～
継
続
の
力
～

　

夏
休
み
作
品
展
の
一
つ
、
全
飛

発
明
く
ふ
う
展
も
、
多
く
の
成
長

を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

玉賢三作　ポスター（72㎝×103㎝）
題名、制作年不明

高
山
市
教
育
長  

中
野
谷
　
康
司

文
化
の
卵
！
高
山
市
子
ど
も
夏
休
み
作
品
展

　

昭
和
三
十
六
年
、
発
明
協
会
高

山
支
会
は
、
第
一
回
岐
阜
県
生
徒

児
童
発
明
く
ふ
う
展
に
選
抜
作
品

を
出
品
。
当
時
中
学
生
で
『
試
験

管
切
り
』
で
優
秀
賞
を
受
け
た
方

は
「
思
春
期
に
、
発
明
く
ふ
う
展

に
挑
戦
し
た
こ
と
は
、
今
で
も
好

奇
心
を
支
え
て
い
ま
す
。
今
日
の

『
飛
騨
文
藝
』
の
現
代
詩
部
門
に

投
稿
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
こ

か
ら
発
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
夏
休
み
作
品
展
は
六
主

催
団
体
、
二
十
三
後
援
団
体
の
皆

様
の
支
援
が
結
集
。
学
校
、
保
護

者
、各
種
組
織
の
方
々
の
支
援
が
、

多
く
の
文
化
の
卵
を
生
み
出
し
続

け
る
継
続
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
明

治
政
府
に
よ
り
学
制
が
発
布
さ
れ

ま
し
た
。
学
制
に
は
「
其
身
を
修

め
、
智
を
開
き
、
才
芸
を
長
ず
る

は
、
学
に
あ
ら
ざ
れ
ば
能
は
ず
」

と
記
さ
れ
、
身
分
や
男
女
に
関
係

な
く
学
を
修
め
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
で
新
し
い
国
を
創
ろ
う
と
し

ま
し
た
。
当
時
の
役
人
が
、
今
日

の
児
童
・
生
徒
の
多
様
で
豊
か
な

作
品
を
見
ら
れ
た
ら
、
ど
れ
く
ら

い
喜
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

人
々
や
組
織
が
、
子
ど
も
た
ち
の

才
芸
を
伸
ば
す
支
援
を
知
っ
た
と

き
、
ど
れ
く
ら
い
驚
く
で
し
ょ
う

か
。当
時
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

作
品
展
を
見
る
と
夢
が
大
き
く
ふ

く
ら
ん
で
い
き
ま
す
。



《一般の部》
◆文 芸 祭 賞
　　短歌十首　堀　　甲枝（高山市国府町名張）
◆江夏美好賞　該当者なし
◆高山市長賞
　　俳句十句　佐藤満知子（高山市初田町）
　　現 代 詩　細江　錠二（下呂市小坂町大島）
　　短歌十首　武藤　久美（高山市七日町）
◆高山市議会議長賞
　　俳句十句　小林　高子（高山市八軒町）
　　小　　説　松山　正利（下呂市金山町大船渡）
◆高山市教育長賞
　　随　　筆　逢沢とお子（高山市丹生川町新張上野）
　　小　　説　浅見　和代（高山市名田町）
◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　短歌十首　宇田恵美子（高山市昭和町）
　　俳句十句　小県　孝子（高山市三福寺町）
　　短歌十首　片岡　和代（高山市名田町）
　　俳句十句　栗田美由紀（高山市上岡本町）
　　随　　筆　後藤　　順（岐阜市鏡島西）
　　俳句十句　下垣内町子（高山市下岡本町）
　　短歌十首　滝上　一恵（高山市岩井町）
　　現 代 詩　中村もとい（岐阜市芥見）
　　短歌十首　広瀬　亮子（高山市下岡本町）
　　短歌十首　古瀨　和子（高山市千島町）

《青少年の部》
◆青 竜 大 賞
　　俳句五句　小木曽　都（神岡高校3年）
◆青　竜　賞
　　短歌五首　宇津宮雪乃（吉城高校1年）
　　短歌五首　上ケ平　渚（神岡高校1年）
　　短歌五首　河合　直緒（吉城高校1年）
　　短歌五首　小木曽　都（神岡高校3年）
　　短歌五首　村上　　夢（吉城高校1年）
　　短歌五首　守山　拓我（神岡高校1年）
　　俳句五句　上ケ平　渚（神岡高校1年）
　　俳句五句　濱口　翔永（吉城高校1年）
　　俳句五句　濵本　蔵人（神岡高校3年）
　　現 代 詩　小木曽　都（神岡高校3年）

第42回 飛騨文芸祭入賞者決まる

表彰式：平成31年1月1日（火）
新年市民互礼会場にて（会場：ひだホテルプラザ）
※青少年の部の表彰は別途行います。

　

唐
澤
忠
一
（
雅
号 

龍
峰
）
の

本
業
は
魚
屋
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

か
ね
て
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
た

義
弟
の
大
橋
龍
暁（
暁
友
会
会
長
）

の
勧
め
も
あ
っ
て
、
花
川
町
の
自

宅
で
詩
吟
教
室
を
開
設
し
た
。

　

当
時
は
全
国
的
な
詩
吟
ブ
ー
ム

で
、
詩
吟
人
口
が
右
肩
上
が
り
に

増
え
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　

暁
友
会
飛
騨
本
部
会
長
と
な
っ

た
唐
澤
は
、
妻
光
枝
（
龍
緑
）
と

の
二
人
三
脚
で
、
吟
の
指
導
と
会

員
の
増
強
に
努
め
た
。
温
和
な
人

「
岡
目
一
目
」

　

老
若
男
女
な
ら
ぬ
老
々
男
女

（
私
も
含
め
て
）
が
招
か
れ
た
、

敬
老
の
日
の
祝
宴
も
終
わ
っ
た
。

戦
中
戦
後
を
生
き
抜
い
て
人
生
の

年
輪
を
深
め
て
来
た
先
輩
方
の
話

は
重
い
。

　

し
か
し
、
時
々
同
じ
話
を
何
回

も
繰
り
返
さ
れ
る
方
も
い
る
。
こ

の
聞
き
方
に
は
三
通
り
あ
る
。「
同

じ
こ
と
を
何
回
も
言
う
な
い
な
」

と
怒
る
か
、
初
め
て
聞
く
フ
リ
を

し
て
優
し
く
う
な
ず
く
か
。
も
う

一
つ
は
、
前
に
聞
い
た
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
っ
て
、
本
当
に
う
な
ず

い
て
聞
い
て
い
る
人
。〝
聞
く
方

も
聞
か
れ
る
方
も
、
補
聴
器
で
〟

と
な
る
。

　

百
歳
も
珍
し
く
な
い
世
界
一
の

長
寿
国
日
本
だ
が
、
そ
の
裏
の
少

子
化
が
問
題
。
社
会
の
若
々
し
い

活
力
と
か
、
命
の
迸
り
の
よ
う
な

も
の
が
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
老

人
力
を
ど
う
生
か
せ
る
か
。

　

こ
の
ま
ま
行
く
と
、
老
人
フ
ァ

ー
ス
ト
の
「
老
人
の
、
老
人
に
よ

る
、
老
人
の
た
め
の
」
社
会
に
な

り
か
ね
な
い
。「
若
人
ら
の
た
め
」

に
、
老
人
は
そ
の
貴
重
な
経
験
や

知
識
を
ど
う
生
か
し
て
や
れ
ば
良

い
の
か
。

　

青
少
年
が
希
望
を
胸
に
、
坂
の

上
の
雲
を
追
う
明
日
で
あ
り
た

い
。「
青
雲
の
志
」
と
は
、
仏
壇

の
前
の
お
線
香
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

柄
と
熱
意
あ
ふ
れ
る
指
導
、
も
ち

前
の
美
声
・
吟
声
に
魅
了
さ
れ
、

会
員
も
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

唐
澤
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
和
を
以

て
貴
し
と
な
す
」。
み
ん
な
で
仲

良
く
楽
し
く
詩
吟
を
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
考
え
方
で
、
こ
の
方
針
は

今
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

（順不同）

　

第
八
回
日
本
板
画
院
東
海
支
部

高
山
展
を
、
高
山
市
民
文
化
会
館

に
て
開
催
し
ま
す
。

　

六
月
に
東
京
上
野
美
術
館
に
て

開
催
し
た
第
六
十
八
回
日
本
板
院

展
に
出
品
し
た
、
東
海
支
部
（
愛

知
・
岐
阜
・
三
重
）
の
作
家
三
十

日
本
板
画
院
東
海
支
部 

高
山
展 

第８回

「深山の涼風」 大門 孝藏

十
月
五
日（
金
）～
十
月
七
日（
日
）

名
の
作
品
に
加
え
、
北

陸
支
部
（
富
山
・
石

川
）
の
作
家
二
十
六
名

の
作
品
を
含
む
、
合
計

五
十
六
点
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

ま
た
展
示
作
品
に

は
、
板
院
展
の
入
選
作

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
支
え
て
き
た
文
学
者
の

経
歴
と
功
績
を
紹
介
し
、
高
山
の

文
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的

で
、
毎
年
二
回
「
近
代
文
学
館
企

画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
歌
に
見
る
高
山
の
風

景
」
と
題
し
、
高
山
の
風
景
を
詠

ん
だ
短
歌
や
俳
句
な
ど
の
文
学
作

品
、
約
七
十
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

田
中
大
秀
、
瀧
井
孝
作
な
ど
の

郷
土
の
作
家
は
も
と
よ
り
、
高
山

を
訪
れ
た
著
名
人
、
野
口
雨
情
、

若
山
牧
水
な
ど
も
、
高
山
の
美
し

い
風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
の
短
歌
や
俳
句
を
多
数
遺
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
高
山
の
魅

力
や
美
し
さ
を
再
発
見
で
き
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
煥
章
館

ま
で
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

十
月
二
十
日
（
土
）・

　

二
十
一
日
（
日
）　

午
前
十
時

　

～
午
後
五
時
（
最
終
日 

午
後

　

四
時
ま
で
）

◇
会
場　

高
山
市
図
書
館
「
煥
章

　

館
」
一
階
生
涯
学
習
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

45th anniversary 

高
山
ス
イ
ン

グ
エ
コ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

十
月
六
日
（
土
） 

午
後

　

六
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

前
売
り
一
、〇
〇
〇
円

　

／
当
日
一
、五
〇
〇
円

第
四
十
三
回 

進
栄
会
発
表
会

◇
日
時　

十
月
六
日
（
土
）
午
後

　

一
時
～
午
後
四
時
三
十
分

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

影
絵
劇
「
長
靴
を
は
い
た
ね
こ
」

◇
日
時　

十
月
六
日
（
土
）
午
前

　

十
時
～

◇
会
場　

国
府
さ
く
ら
ホ
ー
ル

◇
料
金　

全
席
自
由

　

大
人
一
、〇
〇
〇
円
／
小
中
学

　

生
五
〇
〇
円
／
未
就
学
児 

無
料

　

※
開
演
前
に
影
絵
体
験
あ
り

華
道
家
元
池
坊
斐
太
支
部
巡
回
講

座
「
今
を
い
け
る
」

◇
日
時
　
十
月
十
四
日
（
日
）
午

　

前
十
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
一
般
入
場
可
（
当
日
受
付
）

品
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

◇
日
時　

十
月
五
日
（
金
）
～
七

　

日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
五

　

時
（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階

　

大
会
議
室

飛
友
会
カ
メ
キ
チ
写
真
展

◇
日
時　

十
月
五
日
（
金
）
～
七

　

日
（
日
）　

午
前
九
時
～
午
後

　

五
時（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

吟剣詩舞の興隆に尽力
唐澤龍峰（忠一）

北野龍興（興策）

第
29
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

歌
に
見
る
高
山
の
風
景
10/20㈯
・21㈰

暁友会飛騨本部吟行旅行にて

日本吟道顕彰の碑（左から6番目）

60歳ごろ福田夕咲の和歌
　

唐
澤
は
ま
た
、
漢
詩
や
和
歌
を

作
る
こ
と
に
も
熱
心
で
、
そ
の
才

が
あ
り
、
多
く
の
優
れ
た
詩
歌
を

作
り
、
そ
れ
に
吟
の
ふ
し
を
つ
け

て
会
員
に
教
え
た
。
そ
れ
ら
の
詩

歌
は
「
唐
澤
龍
峰
作
品
集
」
と
し

て
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

暁
友
会
飛
騨
本
部
で
は
、
そ
の

中
の
飛
騨
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品

を
構
成
吟
に
し
て
、
高
山
文
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
や
県
民
文
化
祭
な
ど
で

し
ば
し
ば
発
表
し
、
好
評
を
博
し

て
い
る
。

　

そ
の
作
品
の
中
で
、
会
員
か
ら

い
ち
ば
ん
評
判
が
よ
い
の
が
次

の
「
高
山
の
四
季
」
で
あ
る
。
毎

年
の
施
設
訪
問
ほ
か
、
機
会
あ
る

ご
と
に
皆
で
合
吟
し
て
お
り
、
暁

友
会
飛
騨
本
部
会
歌
と
言
っ
て
よ

い
。

─
高
山
の
四
季　

唐
澤
龍
峰
─

　

朝
陽
雪
を
染
む　

乗
鞍
の
峯

　

山
車
麗
　々

紅
橋
に
浮
か
ぶ

　

宮
川
の
香
鱗　

水
流
に
遊
び

　

黄
杏
風
に
舞
う　

城
山
の
景

　

唐
澤
は
、
会
の
運
営
が
軌
道
に

乗
り
か
け
た
頃
「
一
人
で
も
詩
吟

を
習
い
た
い
と
い
う
人
が
居
た
ら

新
教
場
を
開
き
な
さ
い
」
と
い
う

方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

会
員
を
募
り
、
教
場
で
教
え
る

立
場
に
な
る
と
、
よ
り
勉
強
が
必

要
で
吟
力
が
向
上
す
る
、
会
員
の

増
強
に
も
な
る
、
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

　

こ
の
方
針
に
よ
っ
て
、新
教
場
、

新
会
員
も
増
加
し
て
い
き
、
平
成

の
初
め
こ
ろ
に
は
、二
十
数
教
場
、

二
百
数
十
名
の
会
員
と
い
う
飛
騨

で
最
大
、
県
下
で
も
有
数
の
規
模

と
ま
と
ま
り
を
誇
る
団
体
と
な
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

唐
澤
の
器
の
大
き
さ
は
、
こ
う

し
た
自
分
の
会
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
吟
剣
詩
舞
道
界
全
体
の
こ
と

を
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
と
く
に
飛
騨
に
お
い
て
、
吟

と
舞
を
愛
す
る
同
志
は
、
一
致
団

結
し
て
そ
の
興
隆
発
展
を
図
る
こ

と
が
大
切
と
の
信
念
か
ら
、
昭
和

五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
飛
騨
各

地
の
会
派
の
会
長
に
呼
び
か
け
、

そ
の
中
心
と
な
っ
て
飛
騨
吟
剣
詩

舞
連
合
会
を
創
設
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
流
派
を
超
え
、
お

互
い
に
交
流
・
研
修
・
親
睦
を
は

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
現
在
も

毎
年
発
表
会
他
を
催
し
て
お
り
、

そ
の
ま
と
ま
り
と
実
績
は
、
県
下

で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
吟
剣
詩
舞
道
の
普
及

発
展
に
永
年
、
骨
身
惜
し
ま
ず
尽

力
し
た
こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
会

員
お
よ
び
後
継
者
も
育
成
し
た
こ

と
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成

十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
は
、
高

山
市
文
化
協
会
か
ら
文
化
功
労
章

を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
暁
友
会
が
所
属
す
る
公

益
（
社
）
日
本
吟
道
学
院
か
ら
も

吟
道
普
及
に
功
績
が
あ
っ
た
人
に

贈
ら
れ
る
元
老
と
い
う
称
号
を
授

与
さ
れ
、
没
後
、
日
本
吟
道
顕
彰

碑
に
そ
の
名
が
刻
印
さ
れ
て
い

る
。

　

大
正
九
年
一
月
十
四
日　

生

　

平
成
二
十
年
三
月
七
日　

没

　

享
年
八
十
八
歳

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ

ラ
ダ
イ
ス

◇
日
時　

十
月
十
四
日
（
日
） 

午

　

後
三
時
～

◇
会
場　

丹
生
川
文
化
ホ
ー
ル

◇
料
金　

前
売
り 

一
般
二
、五
〇
〇

　

円
／
高
校
生
以
下
一
、五
〇
〇

　

円
（
共
に
当
日
五
〇
〇
円
増
）

コ
ー
ラ
ス
翠
陽
創
立
三
十
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

十
月
十
四
日
（
日
）
午

　

後
二
時
～

◇
会
場　

国
府
さ
く
ら
ホ
ー
ル

◇
協
力
金　

五
〇
〇
円
（
高
校
生

　

以
下
無
料
）

第
四
回　

初
歩
か
ら
学
ぶ
人
物

デ
ッ
サ
ン
会

◇
日
時　

十
月
二
十
七
日
（
土
） 

　

・
二
十
八
日
（
日
）

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階

◇
内
容　

講
義
・
講
座
・
講
評
・

　

懇
親
会

　

※
詳
細
は
問
い
合
せ

◇
問
い
合
わ
せ　

ア
ー
ト
＆

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ひ
だ

　

TEL 

〇
九
〇
‐
五
六
一
七
‐
四
六
一
三

　

FAX 

〇
五
七
七
‐
六
二
‐
八
〇
七
五

71


